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   平成３０年３月２２日（５） 

開議  １０時２０分 

○議長 磯永優二君 

 皆さん、おはようございます。 

ただいまの出席議員は１３名であります。これより、本日の会議を開きます。 

 日程第１ 議案第２号を議題といたします。 

本案は、追加議案として、議会運営委員長からの提出であります。 

委員長に提案理由の説明を求めます。 

 鎌田委員長。 

○８番 鎌田晃二君 

 皆さん、おはようございます。 

議案第２号 豊前市議会委員会条例の一部改正について、提案理由の説明をいたします。 

部制導入による機構改革に伴い、現行の常任委員会の所管の見直しを行い、３つの常任

委員会の審査、及び調査の充実を図りたい、これがこの条例案を提出する理由であります。

よろしくお願いします。 

○議長 磯永優二君 

 議会運営委員長よりの説明が終わりました。 

これより、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、質疑を終わります。 

これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、討論を終わります。 

これより、採決に入ります。 

 日程第１ 議案第２号を採決いたします。 

本案を原案のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第２ 議案第３号から、日程第３４ 議案第３５号までを一括議題といたします。 

 各委員長に、付託案件に対する審査の経過並びに結果の報告を求めます。 

 はじめに、文教厚生委員長。 

○７番 福井昌文君 

 皆さん、おはようございます。それでは文教厚生委員会の報告をいたします。 

去る３月１５日に、委員、全員出席のもと、開催をいたしました。 
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 当委員会に付託された案件は、条例案件７件、指定管理者案件１件、予算案件５件の計

１３件でありました。 

 議案第７号、議案第１１号、議案第１２号、議案第１３号、議案第１４号、議案第１５

号、議案第１７号、議案第１８号は、条例案件と指定案件でありました。 

 議案第２２号、議案第２３号は、平成２９年度の補正予算でありました。 

 議案第２５号、議案第２６号、議案第２７号は、平成３０年度当初予算でありました。 

 各議案、慎重審査をいたしました。その結果、平成３０年度一般会計予算のし尿処理施

設改良設計委託料につきましては、既に豊前広域環境施設組合では、公共下水道のつなぎ

込みのため、設計委託料、約５５０万円かけています。今回、既存施設を利用するための

４款２項３目の設計委託料、１５１８万５千円を上程しています。設計委託料だけに予算

をかけ、無駄遣いではないか、今回は最後の計画と思い、正確な数字を出し、比較をし、

今までの経費が無駄にならないよう、なおこれが建ち上がったら吉富町・上毛町と一緒に

事業ができるよう、協議をすることと申し入れをいたしました。 

 また就学準備金につきましても、小学校については、すぐに対応できるよう、申し入れ

をいたしたところであります。 

 その後、採決をし、全１３件、全会一致で可決されました。 

以上で、文教厚生委員会の報告を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 続きまして、産業建設委員長。 

○５番 黒江哲文君 

 皆さん、おはようございます。それでは、産業建設委員会の報告をいたします。 

委員会は今月１６日に、委員、全員出席のもと、開催いたしました。当委員会に付託され

た議案は、条例案件４件と予算案件７件の計１１件でありました。 

議案第８号は、求菩提キャンプ場の利用料金の見直しの条例の一部改正でありました。 

議案第９号は、国の改正により、道路標識の寸法を整備する条例の一部改正でありまし

た。 

議案第１０号は、建築物の制限に関する条例の一部改正でありました。 

議案第１６号は、農業集落排水施設事業を公共下水道事業に統合することに伴い、条例

を制定するものでありました。 

この条例案件、４件について、慎重審査の結果、全会一致で可決いたしました。 

 議案第２２号と議案第２４号は、平成２９年度補正予算でありました。 

議案第２５号、議案第３１号、議案第３２号、議案第３３号、議案第３４号は、平成３

０年度の当初予算でありました。 

この予算案件７件につきましては、各議案、慎重審査をし、その結果、予算執行につき
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ましては、事業内容のチェック・見直しを怠らず、次年度以降に生かすよう、また公営企

業会計は、さらなる経費削減、収益確保に努め、黒字を目指すよう、この２点について、

執行部に申し入れをし、全会一致で可決いたしました。 

 以上で、産業建設委員会の報告を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 最後に、総務委員長。 

○６番 平田精一君 

 皆さん、おはようございます。それでは、総務委員会の報告をいたします。 

 今月１９日、委員、全員出席のもと、開催いたしました。当委員会に付託された議案は、

条例案件４件、その他の案件３件、予算案件５件、友好都市提携案件１件の計１３件でし

た。 

 議案第３号は、区長候補者の育成を図るための条例の一部改正でありました。 

議案第４号は、バス利用者の確保、利便性の向上を図るための条例の一部改正でありま

した。 

 議案第５号は、区長の処遇改善を図るための条例の一部改正でありました。 

 議案第６号は、市職員の退職金の関係規定を整備するための条例の一部改正でありまし

た。 

 議案第１９号は、辺地整備計画の変更でありました。 

 議案第２０号は、平成３０年度から３４年度までの総合的かつ計画的な行政運営を図る

ための第５次総合計画の後期基本計画を策定するものでした。 

 議案第２１号は、京築広域市町村圏事務組合の事務所を平成３０年４月１日から変更す

るものでした。 

 議案第２２号は、平成２９年度の一般会計補正予算でありました。 

 議案第２５号、議案第２８号、議案第２９号、議案第３０号は、平成３０年度の当初の

予算でありました。 

 議案第３５号は、以前から交流のある宮城県東松島市との友好都市提携の締結でありま

した。 

 各議案、慎重審査をいたしました。その結果、議案第４号については、改正案の一部、

別表第５の整合性がとれていないということで、委員より修正案が提出され、全会一致で

修正をしました。 

 他の１２議案は、採決の結果、全会一致で可決しました。 

 以上で、総務委員会の報告を終わります。 

○議長 磯永優二君 

 以上をもって、委員長報告を終わります。 
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委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、質疑を終わります。 

これより、討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

これをもって、討論を終わります。 

これより、採決に入ります。 

 日程第２ 議案第３号を採決いたします。 

本案に対する委員長報告は、可決であります。 

本案を委員長報告のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されました。 

 日程第３ 議案第４号を採決いたします。 

本案に対する委員長報告は、修正であります。 

本案を委員長報告のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案は修正されました。 

 日程第４ 議案第５号から、日程第３４ 議案第３５号までを一括採決いたします。 

各議案に対する委員長報告は、可決であります。 

本案３１件を委員長報告のとおり決することに、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案３１件は原案のとおり可決されました。 

 日程第３５ 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて、を議

題といたします。 

市長に、提案理由の説明を求めます。 

市長。 

○市長 後藤元秀君 

 おはようございます。それでは、御説明申し上げます。 

諮問第１号は、人権擁護委員の推進について、意見を求める案件であります。 

人権擁護委員２名の任期満了に伴い、法務大臣に対し、候補者を推薦するため、人権擁護

委員法第６条第３項の規定により、市議会の意見を求めるものであります。 

 推薦する委員の氏名、住所、生年月日を申し上げます。 

  氏名       古見 悦子 

  住所       豊前市大字赤熊 １３０５番地１ 
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  生年月日     昭和２７年２月１２日生まれ   ６６歳 

  

  氏名       増田 泰崇 

  住所       豊前市大字畠中 １３４番地１ 

  生年月日     昭和２９年１月２６日生まれ    ６４歳 

であります。 

 よろしく御同意くださいますよう、お願い申し上げます。 

 以上です。 

○議長 磯永優二君 

 市長の説明が終わりました。 

人権擁護委員の推薦については、ただいま市長の説明のとおり、同意することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案は市長説明のとおり、同意することに決しました。 

 日程第３６ 選挙第１号 豊前市外二町財産組合議会議員の選挙を行います。 

同組合規約第５条の規定により、本市議会において、４人の議員を選出することになって

おります。 

 お諮りいたします。 

選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選にいたした

いと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は指名推選によることに決しました。 

 お諮りいたします。 

議長において指名することにいたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、議長において指名することに決しました。 

 それでは、発表いたします。 

郡司掛八千代議員、平田精一議員、岡本清靖議員、そして私、磯永優二。 

以上４人を指名いたします。 

 お諮りいたします。 

ただいま議長において指名いたしました４人の議員を当選人とすることに、御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、ただいま指名いたしました４人の議員が、豊前市外二町
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財産組合議会議員に当選されました。 

ただいま当選されました４人の議員が議場におられますので、会議規則第３２条第２項の

規定により、告知いたします。 

 ここで、議事運営上、暫時休憩いたします。 

 再開は、放送にてお知らせいたします。 

休憩 １０時３７分 

再開 １１時０４分 

○議長 磯永優二君 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

先ほど、尾澤満治議員より副議長の辞職願が提出されました。 

 お諮りいたします。 

この際、副議長辞職の件を日程に追加し、議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、この際、副議長辞職の件を日程に追加し、議題といたし

ます。 

 お諮りいたします。 

尾澤満治議員の副議長の辞職を許可することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、尾澤満治議員の副議長の辞職を許可することに決しまし

た。 

ただいま、副議長が欠員となっております。 

この際、副議長の選挙を日程に追加し、選挙を行いたいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、この際、副議長の選挙の件を日程に追加し、選挙を行い

ます。 

お諮りいたします。 

選挙は、投票と指名推選の二つの方法があります。いずれの方法にいたしましょうか。 

（「指名でお願いします」の声あり） 

指名推選、との声がありましたので、お諮りいたします。 

副議長選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項による指名推選によりた

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、選挙の方法は、指名推選によることに決しました。 
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お諮りいたします。 

福井昌文議員が指名することにいたしたいと思います。これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、福井昌文議員において、指名することに決しました。 

それでは、福井昌文議員、お願いいたします。 

 福井議員。 

○７番 福井昌文君 

 岡本議員を推薦したいと思います。 

○議長 磯永優二君 

 お諮りいたします。 

ただいま、福井昌文議員において指名いたしました、岡本清靖議員を当選人と定めること

に、御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、ただいま指名しました岡本清靖議員が、副議長に当選さ

れました。 

ただいま、副議長に当選されました岡本清靖議員が議場におられますので、会議規則第３

２条第２項に定める告知をいたします。 

岡本清靖議員に、当選の承諾、並びに御挨拶を檀上にてお願いいたします。 

○９番 岡本清靖君 

 皆さん、おはようございます。ただいま副議長という大役を、指名推選をいただきまし

た岡本清靖です。今後この豊前市議会、磯永議長を支えて、この豊前市発展のために頑張

ってまいります。 

 皆様方の御指導、御支援を、またよろしくお願いいたしまして、就任の御挨拶とさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

（拍手あり） 

○議長 磯永優二君 

 新副議長の御挨拶が終わりました。 

これをもちまして、副議長の選挙を終了いたします。 

 ここで議事運営上、暫時休憩いたします。 

 再開は、放送にてお知らせいたします。 

休憩 １１時０８分 

再開 １１時１６分 

○議長 磯永優二君 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
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本年は、常任委員会及び議会運営委員会委員の改選期であります。 

そこで、お諮りいたします。 

この際、常任委員の選任についてと、議会運営委員の選任について、を日程に追加し、こ

れを議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、この際、２件を日程に追加し、議題とすることに決しま

した。 

 常任委員の選任を行います。 

常任委員の選任については、委員会条例第８条第１項の規定により、総務委員会委員には、

内丸伸一議員、秋成英人議員、郡司掛八千代議員、黒江哲文議員、福井昌文議員、 

古川哲也議員、尾澤満治議員、以上７名を。 

 文教厚生委員会には、為藤直美議員、内丸伸一議員、秋成英人議員、平田精一議員、 

福井昌文議員、鎌田晃二議員、岡本清靖議員、以上７名を。 

 産業建設委員会委員には、為藤直美議員、郡司掛八千代議員、黒江哲文議員、 

平田精一議員、鎌田晃二議員、爪丸裕和議員、そして私、磯永優二。 

以上７名を、それぞれ指名いたします。 

次に、議会運営委員の選任を行います。 

議会運営委員については、委員会条例第８条第１項の規定、及び議会運営委員会の取り

決めにより、会派より選出された者、並びに議長が推薦する者を指名することになってお

ります。 

議会運営委員には、会派選出として、平田精一議員、福井昌文議員、議長推薦として、

為藤直美議員、黒江哲文議員、鎌田晃二議員、古川哲也議員、以上６名を指名したいと思

います。 

ただいま常任委員会委員、及び議会運営委員が決まりましたので、休憩中に委員会条例

第１０条の規定により、総務委員会、文教厚生委員会、産業建設委員会、議会運営委員会

を順に開催し、正副委員長の互選を行うようにお願いいたします。 

 それでは、ここで暫時休憩をいたします。 

休憩 １１時１９分 

再開 １１時３７分 

○議長 磯永優二君 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

休憩中に開催されました、各委員会におきまして、正副委員長が決まりましたので、報告

いたします。 

 総務委員会委員長に、古川哲也議員、副委員長に、内丸伸一議員。 



- 9 - 

文教厚生委員会委員長に、福井昌文議員、副委員長に、秋成英人議員。 

産業建設委員会委員長に、黒江哲文議員、副委員長に、郡司掛八千代議員。 

議会運営委員長に、鎌田晃二議員、副委員長に、為藤直美議員。 

 以上のとおりであります。 

なお、先ほど各常任委員長並びに議会運営委員長から、閉会中の継続調査審査申出書が提

出されました。 

 お諮りいたします。 

本件を日程に追加し、これを議題とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、この際、本件を日程に追加し、議題とすることに決しま

した。 

本件を議題といたします。 

各委員長から申し出のありました案件については、閉会中の継続調査とすることに、御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、そのように決定をいたしました。 

 次に、先ほど、岡本議員より豊前市監査委員の辞職届が提出され、受理されました。 

そこで、お諮りいたします。 

この際、豊前市監査委員の選任について、を日程に追加し、これを議題とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、この際、本件を日程に追加し、議題とすることに決しま

した。 

本件を議題といたします。 

同意案第１号 豊前市監査委員の選任について、を議題といたします。 

市長に、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長 後藤元秀君 

 同意案第１号は、豊前市監査委員の選任についてであります。 

議員のうちから選任した監査委員の辞職に伴い、豊前市監査委員として選任することにつ

いて、地方自治法第１９６条第１項の規定により、市議会の同意を求めるものであります。 

 選任しようとする委員の氏名、住所、生年月日を申し上げます。 

  氏名       平田 精一 

  住所       豊前市大字上川底 １２３０番地１ 



- 10 - 

  生年月日     昭和３１年９月１８日生まれ    ６１歳 

であります。 

御同意くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

○議長 磯永優二君 

 市長の説明が終わりました。 

ここで、地方自治法第１１７条の規定により、平田精一議員の退席を求めます。 

（平田精一議員、退席） 

それでは、監査委員の選任については、市長説明のとおり、同意することに御異議ありま

せんか。 

（「異議なし」の声あり） 

御異議なしと認めます。よって、本案については、市長説明のとおり、同意することに決

しました。 

平田精一議員の入室を許可します。 

（平田精一議員、入室） 

ここで、ただいま選任することに同意されました、平田精一議員より、演壇にて監査委員

就任の御挨拶をお願いいたします。 

○６番 平田精一君 

 皆さん、こんにちは。監査委員を承認いただきまして、ありがとうございます。平田精

一でございます。 

 今後ですね、豊前市の財政の厳しい中、ましてや去年、あってはならない不祥事があり

ました。今後ですね、しっかり私の出来る限りのことをやっていきたいと思いますし、先

輩に初山監査がいますので、一緒に豊前市の不祥事のないような厳しいチェックをやって

いきたいと思いますので、今後ともどうぞよろしくお願いします。 

 簡単ですが、挨拶にかえさせていただきます。 

（拍手あり） 

○議長 磯永優二君 

 以上で、本定例会に付議されました案件は、全て終了いたしました。 

 ここで、市長より発言を求められておりますので、これを許可します。 

 市長 

○市長 後藤元秀君 

 平成３０年第１回定例市議会を閉会されるにあたり、一言御挨拶を申し上げます。 

 去る３月５日に開会されました、この度の定例市議会におきまして、平成３０年度一般

会計予算をはじめ、多くの重要案件につきまして、本会議並びに各委員会を通じて慎重に

御審議をいただき、御指摘により一部委員会修正を賜り、本日、提出案件の御議決をいた
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だきましたことを、衷心より敬意と感謝の意を表する次第であります。誠にありがとうご

ざいました。 

 ここに成立いたしました当初予算、並びに条例等につきましては、その施策を推進し、

市政の一層の進展と住民福祉の向上に寄与してまいりたいと存じます。 

 なお、御審議の間に、議員各位から賜りました御指摘、貴重な御意見、御提言等につき

ましては、十分心して市政運営に処してまいる所存でありますので、今後とも御指導、御

鞭撻を賜りますよう、心からお願い申し上げます。 

 いよいよ陽春の候となり、議員の皆様には御多忙のことと存じますが、何とぞ御健勝で、

今後の市政運営に深い御理解と御協力を賜りますよう、お願い申し上げまして、お礼の言

葉といたします。 

 ありがとうございました。 

（拍手あり） 

○議長 磯永優二君 

 市長の挨拶が終わりました。 

 それでは、これをもちまして、平成３０年第１回豊前市議会定例会を閉会いたします。 

 皆さん、お疲れ様でした。 

（「お疲れ様でした」の声あり） 

閉会 １１時４６分 


